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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

六
割
で
「
心
の
病
」
が
増
加

し
た
と
紹
介
す
る
番
組
を
み

た
▼
対
策
に
の
り
だ
す
企
業

も
映
し
だ
さ
れ
た
が
、
取
り

組
み
を
支
援
す
る
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
研
究
所
の
担
当
者
は

言
う
。
「
企
業
は
問
題
を
生

み
出
す
原
因
と
な
る
職
場
の

状
況
に
気
づ
い
て
い
な
い
」

と
▼
う
つ
状
態
の
夫
に
「
ド

キ
ド
キ
し
た
ら
大
き
く
息
を

吸
え
ば
大
丈
夫
」
と
声
を
か

け
る
妻
、
職
場
に
こ
ん
な
声

を
交
わ
す
余
裕
を
つ
く
り
だ

せ
る
の
か
、
と
も
問
い
か
け

た
▼
「
心
の
病
」
の
休
職
者

の
職
場
復
帰
を
援
助
す
る
リ

ハ
ビ
リ
は
緒
に
つ
い
た
ば
か

り
で
底
が
浅
い
。
「
復
帰
援

助
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
、
本
人

に
と
っ
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

な
っ
た
り
、
ま
し
て
や
排
除

の
た
め
の
「
選
別
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

増
え
つ
づ
け

る
休
職
者
に

企
業
は
ど
う

向
き
合
う
の

か
。
上
場
企

業
二
百
社
の

国税庁が情報提供してきた
昼休みの時間帯における窓口業務のあり方の検討開始について
■今後、いわゆる昼休みの時間帯（12: 15～13 :00）
の窓口業務のあり方について検討を開始する。
■検討を開始する理由

以下の理由から、昼休みの時間帯の窓口業務の

あり方について検討する必要があると判断した。

①勤務時間の変更に伴う休息時間の廃止、時間の

割り振りの導入など対外的な環境が変化した。

②社会全体の公務員に対する目が厳しくなる中、

多くの役所が昼休みにも窓口業務を行っている。

③納税者から「昼休みにも窓口業務を行ってもら

いたい」という声が寄せられている。

④確申期に巡回指導を原則とした集合指導方式に

よる相談体制が浸透してきており、結果として昼

休みの時間帯の新規相談に対応している署もあ

る。

⑤今年の確申期において、45分間の休憩時間が確

保されていない場合もあるという現状を踏まえ、

さらなる勤務時間の徹底が必要である。

■検討する事項

・すべての署でおこなうのかどうか・通年で対応

するのかどうか・対応業務を何にするのか

・広報をどうするのか・休憩場所の確保をどうす

るのか・看板、アナウンスをどうするのかなど

全
国
税
が
１
月
17
日
に
開

催
し
た
「
第
33
回
国
税
国
会
」

で
、
日
本
共
産
党
財
務
・
金

融
委
員
の
佐
々
木
憲
昭
衆
院

議
員
と
大
門
実
紀
史
参
院
議

員
に
、
①
国
税
庁
の
業
務
・

シ
ス
テ
ム
最
適
化
方
針
の
問

題
点
と
私
た
ち
の
要
求
、
②

税
務
職
員
及
び
非
常
勤
職
員

の
処
遇
改
善
、
③
「
分
限
処

分
指
針
」
に
基
づ
く
休
職
処

分
や
、
納
得
で
き
な
い
理
由

で
の
「
降
格
人
事
」
な
ど
職

員
の
身
分
保
障
問
題
に
つ
い

て
要
請
し
、
政
府
や
国
税
庁

当
局
へ
の
督
励
を
お
願
い
し

て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
要
請
を
受
け
と

め
て
い
た
だ
い
た
両
議
員
は

国
会
開
催
中
の
６
月
７
日
、

福
田
長
官
を
訪
れ
ま
し
た
。

そ
の
席
で
は
、
定
率
減
税

の
廃
止
や
「
税
源
移
譲
」
に

伴
う
諸
問
題
は
、
国
民
へ
の

影
響
が
大
き
く
、
さ
ら
に
庶

民
増
税
に
対
す
る
怒
り
が
日

増
し
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

長
官
は
「
税
源
移
譲
な
ど

決
め
ら
れ
た
こ
と
は
淡
々
と

行
う
」
と
し
な
が
ら
も
、
定

員
面
で
引
き
続
き
厳
し
い
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
局
面

に
言
及
し
、
「
議
員
に
は
国

税
職
員
の
増
員
で
応
援
を
し

て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
と
の

こ
と
で
す
。

あ
わ
せ
て
、
国
税
職
員
の

処
遇
改
善
と
全
国
税
組
合
員

に
対
す
る
差
別
是
正
に
つ
い

て
触
れ
た
と
こ
ろ
、
福
田
長

官
は
「
人
事
は
い
つ
も
通
り

行
う
」
「
一
律
発
令
は
難
し

い
」
と
回
答
。
さ
ら
に
「
私

自
身
、
東
京
局
長
時
代
か
ら

組
合
所
属
に
よ
る
差
別
は
し

て
い
な
い
」
と
の
回
答
を
繰

り
返
す
に
止
ま
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

庁
は
「
21
年
夏
頃
の
全
署

拡
大
後
の
事
務
運
営
を
見
据

え
た
内
部
事
務
一
元
化
の
試

行
」
に
つ
い
て
、
①
対
象
事

務
確
定
や
処
理
手
順
等
の
検

証
、
電
話
に
よ
る
一
般
相
談

の
集
中
化
や
個
別
照
会
の
実

名
・
予
約
制
を
ふ
ま
え
た
一

で
は
対
応
部
門
で
昼
休
み
窓

口
業
務
に
従
事
し
て
お
り
問

題
は
生
じ
て
い
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

第
四
は
、
そ
の
こ
と
自
体

が
労
使
確
認
事
項
違
反
で
あ

る
。
自
ら
の
背
信
的
行
為
を

根
拠
に
昼
休
み
窓
口
対
応
に

結
び
つ
け
る
の
は
強
引
で
あ

り
理
由
と
な
ら
な
い
。(
略
）

第
五
も
、
確
保
措
置
こ
そ

が
必
要
で
あ
り
、
窓
口
業
務

の
あ
り
方
と
は
別
次
元
の
問

題
で
あ
る
。(

略
）

ッ
シ
ン
グ
」
を
指
す
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
と

地
方
自
治
体
等
の
昼
休
み
窓

口
業
務
と
の
因
果
関
係
は
な

い
。
昼
休
み
に
は
、
食
事
の

ほ
か
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ー
ク

ル
、
労
働
組
合
活
動
等
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

昼
休
み
を
一
斉
に
取
得
で
き

る
こ
と
と
、
自
由
利
用
の
保

障
や
休
憩
場
所
の
確
保
が
前

提
と
な
る
。(

略
）

第
三
に
、
ニ
ー
ズ
の
存
在

は
否
定
し
な
い
が
、
通
常
期

と
す
る
も
の
と
み
ら
れ
本
末

転
倒
し
て
い
る
。(

略
）
元
来
、

休
憩
時
間
に
は
昼
休
み
を
一

斉
に
取
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
原
則
が
あ
る
。
働
き

方
に
も
関
わ
る
重
要
な
問
題

で
あ
り
、
理
由
な
き
実
施
に

は
反
対
で
あ
る
。(

略
）

今
回
の
「
情
報
提
供
」
で

検
討
開
始
の
理
由
を
あ
げ
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
理
由
と

は
な
ら
な
い
。

第
一
の
「
環
境
の
変
化
」

は
人
事
院
の
決
定
に
よ
る
も

６
月
15
日
、
庁
よ
り
下
記

の
「
情
報
提
供
」
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
「
『
検

討
』
の
開
始
」
と
し
な
が
ら

19
年
分
確
申
期
ま
で
に
結
論

を
得
る
と
し
て
い
る
も
の

で
、
全
国
税
は
７
月
２
日
に

以
下
の
申
し
入
れ
（
要
旨
）

を
行
い
ま
し
た
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

現
在
昼
休
み
時
間
を
確
保

で
き
て
い
な
い
職
員
が
少
な

く
な
い
。
原
因
は
従
事
者
を

割
り
振
っ
た
も
の
の
時
間
管

理
が
徹
底
さ
れ
な
い
こ
と
や

休
憩
場
所
を
確
保
で
き
て
い

な
い
た
め
で
あ
る
。

(

略
）
こ
う
し
た
現
状
を
省

み
る
こ
と
な
し
に
、
昼
休
み

時
間
帯
に
相
談
等
を
行
お
う

「
昼
休
み
時
間
帯
の
窓
口

業
務
の
あ
り
方
」
は
労
働
条

件
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
で

あ
り
、
職
員
の
理
解
と
納
得

の
で
、
昼
休
み
を
一
斉

に
取
得
で
き
な
く
な
っ

た
こ
と
こ
そ
が
問
題
で

あ
り
、
検
討
理
由
に
は

な
ら
な
い
。(

略
）

第
二
は
「
公
務
員
バ

を
得
る
こ
と
が
前
提

と
な
る
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

ま
ず
、
休
憩
時
間

の
完
全
保
障
措
置

（
勤
務
時
間
・
休
憩

時
間
管
理
体
制
、
適

時
適
切
な
指
示
、
要

員
配
置
、
休
憩
室
・

食
堂
を
含
む
条
件
完

備
、
自
由
利
用
保
障
、

執
務
か
ら
の
完
全
解

放
等
）
が
必
要
で
あ

り
、
「
一
斉
付
与
」

に
つ
い
て
の
検
討
は

不
可
欠
で
あ
る
。
職

員
の
意
見
を
聞
き
労
働
組
合

と
の
協
議
を
行
う
こ
と
、
少

な
く
と
も
一
年
以
上
の
検
討

期
間
を
お
く
よ
う
求
め
る
。

等
を
Ｐ
Ｔ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

指
名
し
た
「
課
税
総
括
Ｐ
Ｔ

方
式
」
や
個
人
、
資
産
、
法

人
課
税
部
門
い
ず
れ
か
の
１

統
を
総
括
担
当
に
指
名
し
た

「
課
税
総
括
担
当
指
名
方
式
」

の
試
行
は
全
局
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
一
層
拡

事
務
処
理
手
順
等
の
検
証
作

業
を
継
続
し
な
が
ら
、
②
20

事
務
年
度
初
頭
ま
で
に
そ
の

目
途
を
つ
け
、
21
事
務
年
度

以
降
新
体
制
に
移
行
で
き
る

よ
う
、
上
意
下
達
の
指
示
を

強
め
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
特
官
・
統
括
官

課
税
部
門
も
21
年
度

新
体
制
移
行
を
企
図

並
行
し
て
、
「
一
元
化
後

の
課
税
部
門
の
事
務
運
営
の

あ
り
方
」
を
検
証
す
る
試
行

も
進
め
る
と
し
、
①
課
税
総

括
部
門
（
仮
称
）
に
お
け
る

事
務
の
対
象
範
囲
の
確
定
や

元
化
窓
口
の
相
談
対
応
を
整

理
し
、
②
事
務
の
標
準
化
・

共
通
化
の
推
進
（
他
系
統
事

務
の
習
得
等
）
、
Ｋ
Ｓ
Ｋ
シ

ス
テ
ム
の
修
正
・
開
発
、
事

務
運
営
指
針
の
策
定
、
一
元

化
担
当
部
署
の
機
構
要
求
等

を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

大
し
、
①
一
元
化
内
部
事
務

Ｐ
Ｔ
に
対
す
る
窓
口
と
し
て

連
携
等
に
当
り
な
が
ら
、
②

課
税
部
門
に
お
け
る
総
括
・

調
整
に
関
す
る
事
務
、
調
査

企
画
事
務
、
審
理
・
指
導
事

務
、
資
料
情
報
事
務
（
外
部

事
務
）
を
処
理
し
て
い
く
試

行
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。

質
・
量
両
面
で
負
担
増
大

の
体
制
に
な
っ
て
な
い
か

調
査
・
徴
収
を
コ
ア
業
務

と
位
置
づ
け
た
「
大
方
針
」

の
下
、
一
元
化
で
「
浮
か
せ

た
人
的
資
源
」
を
、
課
税
総

括
課
Ｐ
Ｔ
等
に
「
傾
斜
配
分
」

す
る
枠
組
み
が
今
年
の
定
期

異
動
で
強
ま
っ
て
い
な
い

か
、
職
員
一
人
一
人
に
か
か

る
負
担
を
質
・
量
の
両
面
で

増
大
さ
せ
る
配
置
に
な
っ
て

い
な
い
か
、
そ
の
「
検
証
」

が
必
要
で
す
。

佐
々
木
憲
昭
議
員

大
門
実
紀
史
議
員

一
元
化
で
「
浮
か
せ
た
人
的
資
源
」
を
、

課
税
総
括
Ｐ
Ｔ
等
に
「
傾
斜
配
分
」
す
る

枠

組

み

は

強

ま

っ

て

い

な

い

か

07定期異動
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命
令
し
た
場
合
は
、
そ
れ

に
対
し
て
手
当
を
支
給
す

る
の
は
当
然
の
こ
と
で

す
。現
実
に
、民
間
企
業
の

多
く
に
労
働
基
準
監
督
署

の
指
導
で
、
サ
ー
ビ
ス
残

業
未
払
い
賃
金
の
支
給
命

令
等
が
出
て
い
ま
す
。
未

払
い
超
勤
に
つ
い
て
職
員

に
支
給
す
る
べ
き
で
す
。

ち
ょ
っ
と
不
安
な
…

【
近
畿
・
南
大
阪
】

先
日
、
南
海
・
東
南
海

地
震
に
備
え
て
の
研
修
が

あ
っ
た
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
経
験
し
た
身
に
は

辛
い
場
面
も
あ
っ
た
が
、

丁
寧
な
説
明
で
参
考
に
な

る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
一
つ
だ
け
問

題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

「
会
場
」
で
あ
る
。
当
署

別
館
二
階
は
揺
れ
る
と
言

う
か
床
が
た
わ
む
と
言
う

か
耐
震
検
査
も
二
回
や
っ

た
程
の
、
知
る
人
ぞ
知
る

の
曰
く
付
き
の
物
件
。
地

震
と
両
方
で
、
不
安
な
１

時
間
15
分
だ
っ
た
。

10
月
ま
で
の
超
過
勤
務
手

当
の
支
給
状
況
は
、

総
務
　
60
・
５
％

管
徴
　
90
・
８
％

個
人
　
86
・
３
％

資
産
　
84
・
７
％

法
人
　
94
・
０
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

未
払
い
超
勤
根
絶
を

Ｉ
署
長
は
、
署
長
交
渉

の
都
度
、
「
超
勤
は
、
や

む
を
得
な
い
場
合
」
「
仕

事
は
、
時
間
内
に
」
「
超

勤
は
事
務
計
画
に
織
り
込

ん
で
い
な
い
」
等
回
答
し

て
き
ま
し
た
。
言
い
方
を

変
え
れ
ば
、
超
過
勤
務
を

６
・
11

青
年
部
交
渉

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
低
下
の
一
途

「
若
い
う
ち
の
差
」
拡
大
さ
せ
る
な

■
仕
事
・
研
修
問
題
■

当
局

日
頃
感
じ
て
い
る

こ
と
を
聞
き
た
い
し
、
率
直

な
意
見
も
聞
か
せ
て
も
ら
い

た
い
。

青
年
部

内
部
事
務
一
元

化
で
は
、
専
門
的
知
識
よ
り

広
く
浅
い
知
識
を
求
め
ら
れ

こ
れ
ま
で
の
蓄
積
は
な
ん
だ

っ
た
の
か
と
な
ら
な
い
か
、

口
は
常
に
開
い
て
い
る
。

青
年
部

セ
ク
ハ
ラ
も
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
該
当

す
る
よ
う
な
例
示
を
示
せ
ば

数
年
後
に
は
理
解
さ
れ
、
浸

透
す
る
よ
う
に
な
る
。

当
局

お
互
い
の
意
思
疎

通
が
も
っ
と
あ
れ
ば
、
シ
ゴ

キ
と
は
な
ら
な
い
。

青
年
部

事
務
官
や
調
査

徴
収
官
、
税
大
生
の
退
職
が

増
加
し
て
お
り
、
短
期
で
職

場
を
去
る
事
態
に
な
っ
て
い

る
。
す
べ
て
が
パ
ワ
ハ
ラ
と

は
言
わ
な
い
が
、
そ
れ
で
辞

め
る
人
を
な
く
す
の
は
、
緊

喫
の
問
題
だ
。

じ
る
と
の
指
摘
を
受
け
て
い

た
が
、
制
度
改
革
の
中
で
起

き
た
こ
と
で
あ
り
、
コ
メ
ン

ト
は
控
え
る
。

青
年
部

そ
う
し
た
制
度

の
ゆ
が
み
の
中
で
、
庁
は
ど

う
い
う
運
用
を
す
る
の
か
、

今
後
も
質
し
て
い
く
。

■
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
■

青
年
部

前
回
の
交
渉
以

降
パ
ワ
ハ
ラ
根
絶
に
た
め
、

ど
う
検
討
し
て
き
た
の
か
。

当
局

パ
ワ
ハ
ラ
問
題
は

職
責
だ
け
で
な
く
後
輩
か
ら

先
輩
の
場
合
も
あ
り
得
る
。

一
般
論
で
パ
ワ
ハ
ラ
の
定
義

な
く
回
答
は
難
し
い
が
、
窓

的
に
実
効
性
あ
る
も
の
に
す

る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

■
処
遇
改
善
問
題
■

青
年
部

新
給
与
制
度
で

若
い
人
の
昇
給
は
「
普
通
」

で
２
号
俸
に
抑
え
ら
れ
て
い

る
。
二
分
の
一
し
か
上
が
ら

ず
、
前
よ
り
報
わ
れ
な
い
青

年
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
若

い
う
ち
か
ら
の
差
も
広
が
っ

て
お
り
、
面
白
く
な
い
。

努
力
し
て
仕
事
を
覚
え
て

き
た
こ
と
を
評
価
し
「
若
い

う
ち
の
差
は
好
ま
し
く
な

い
」
立
場
で
や
っ
て
ほ
し
い
。

当
局

経
過
措
置
の
入
り

口
・
出
口
で
逆
転
現
象
が
生

を
極
め
て
い
る
た
め
、
一
元

化
担
当
職
員
は
自
分
の
セ
ク

シ
ョ
ン
以
外
は
手
伝
い
状
態

に
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。

内
部
担
当
の
時
の
窓
口
応

対
や
相
談
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
覚
え

た
。
ど
こ
で
も
こ
の
点
を
充

実
さ
せ
る
べ
き
だ
。

当
局

重
要
性
は
認
識
し

て
お
り
、
総
合
研
修
や
局
・

ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の
集
合
研
修

を
設
け
、
職
場
研
修
を
有
機

そ
う
し
た
不
安
が
青
年
の
中

に
も
広
が
っ
て
い
る
。

当
局

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

行
政
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
今
な
す
べ
き
こ
と
は

一
元
化
だ
。
蓄
積
し
た
知
識

は
い
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
広
範
な
知
識
が
あ
れ
ば

内
部
事
務
で
も
役
に
た
つ
。

青
年
部

試
行
署
は
多
忙

実
態
を
無
視
で
き
な
か
っ
た

第
二
次
要
求
に
対
す
る
庁
回
答

窓
口
相
談
範
囲
は
一
定
整
理

事
の
や
り
方
自
体
を
変
え
て
い
く
」
大
方
針

の
下
、
21
年
夏
一
元
化
全
署
拡
大
を
前
面
に
、

暴
走
す
る
姿
勢
を
露
に
し
に
し
て
い
ま
す
。

い
ま
な
す
べ
き
は
、
現
場
か
ら
上
が
っ
て

い
る
「
耐
え
ら
れ
な
い
」「
も
う
逃
げ
出
し

た
い
」
等
の
悲
鳴
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
抜

本
的
な
見
直
し
を
図
る
こ
と
で
す
。
ま
し
て

や
、
現
場
お
か
ま
い
な
し
に
「
21
年
夏
全
署

拡
大
」
す
る
こ
と
は
無
謀
の
限
り
で
、
即
刻

撤
回
す
べ
き
で
す
。
以
下
、
回
答
の
要
旨
。

■
相
談
切
り
離
し
問
題
■

「
切
り
離
す
前
提
で
は
考

え
て
い
な
い
」
と
譲
ら
ず
、

一
元
化
窓
口
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
し
、
す
べ
て
窓
口
担
当

者
に
押
付
け
る
も
の
で
す
。

「
窓
口
担
当
者
の
負
担
軽

減
策
」
と
し
て
、
相
談
の
対

応
範
囲
を
一
定
整
理
し
て
き

ま
し
た
（
下
図
の
イ
メ
ー

ジ
）。

要
求
項
目
を
よ
り
具
体
化
し
た
「
内
部
事

務
一
元
化
試
行
に
関
す
る
第
二
次
要
求
書
」

（
４
月
18
日
提
出
）
に
対
す
る
回
答
が
６
月

８
日
に
あ
り
ま
し
た
。

お
ざ
な
り
の
一
次
回
答
に
く
ら
べ
、
現
場

の
切
実
な
声
や
全
国
税
の
要
求
を
反
映
す
る

内
容
と
は
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
内
部
事
務
の
一
元
化
等
で
「
業

務
の
効
率
化
」
を
推
進
す
る
一
方
で
、
調

査
・
徴
収
を
コ
ア
業
務
と
位
置
づ
け
て
「
仕

に
配
置
し
て
い
る
」
と
の
認

識
を
示
し
た
上
で
、
19
事
務

年
度
は
、
対
象
事
務
確
定
や

来
署
者
と
の
相
談
対
応
、
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ

る
電
話
対
応
件
数
の
影
響
、

研
修
・
会
議
な
ど
へ
の
出
席

を
含
め
て
、
「
Ｐ
Ｔ
職
員
の

配
置
に
つ
い
て
見
直
し
を
行

う
よ
う
指
示
し
た
」
と
回
答
。

し
か
し
、
指
示
内
容
を
明

ら
か
に
し
て
い
な
い
た
め
、

増
員
に
な
る
の
か
、
そ
れ
と

も
減
員
す
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
だ

ま
ま
で
す
。

最
低
限
、
以
下
の
要
求
を

取
り
入
れ
た
試
行
を
行
う
べ

き
で
す
。

①
　
21
年
全
国
化
は
急
ぐ
べ

き
で
な
く
、
十
分
な
試
行
を

積
み
あ
げ
る
こ
と
。

②
　
試
行
に
従
事
す
る
職
員

を
増
員
す
る
こ
と
。

③
　
来
署
・
電
話
に
よ
る
税

務
相
談
事
務
を
一
元
化
担
当

部
門
か
ら
切
り
離
す
こ
と
。

複
数
相
談
、
相
談
官
配
置
を

行
う
こ
と
。

④
　
研
修
期
間
は
３
年
以
上

の
長
期
的
・
体
系
的
な
も
の

と
し
、
相
談
官
な
み
の
研
修

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
Ｏ

Ｊ
Ｔ
研
修
が
機
能
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

ま
た
、
質
問
事
例
集
等
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
早
急
に
全
職
員

に
配
布
し
、
個
人
研
修
時
間

を
保
障
す
る
こ
と
。

⑤
　
試
行
従
事
職
員
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

公
表
す
る
こ
と
（
実
施
に
あ

た
り
、
労
働
組
合
と
協
議
す

る
）。匿

名
や
無
記
名
に
よ
る
意

見
・
質
問
を
受
け
つ
け
、
出

さ
れ
た
意
見
を
真
摯
に
検
討

す
る
こ
と
。

し
か
し
、
全
税
目
に
精
通

す
る
職
員
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
現
実
、
賦
課
部
門
を
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
管
理
職
員

中
心
の
一
元
化
試
行
に
つ
い

て
、
「
効
率
化
」
を
お
題
目

に
基
本
的
な
要
求
を
は
ね
つ

け
て
い
ま
す
。

■
試
行
署
増
員
要
求
■

「
必
要
と
な
る
人
員
を
Ｐ

Ｔ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）

現
場
の
悲
鳴
を
真
摯
に
受
け
止
め
ろ

着
々
進
む
コ
ン
ビ
ニ
化

【
北
海
道
・
道
中
支
部
】

昼
休
み
が
短
縮
・
割
り

振
り
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
常
態
的
に
お
昼

休
み
も
就
業
し
て
い
る
職

員
が
増
え
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
す
。

省
エ
ネ
の
徹
底
で
消
灯

さ
れ
た
薄
暗
い
事
務
室
の

中
で
、
８
時
半
前
や
昼
休

み
ま
で
も
目
を
こ
ら
し
な

が
ら
書
類
と
に
ら
め
っ
こ

し
て
い
る
職
員
の
様
を
見

る
に
つ
け
、
労
働
者
の
悲

哀
を
感
じ
ま
す
。
同
時
に

異
常
な
職
場
だ
と
つ
く
づ

く
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
さ
え

日
常
化
さ
れ
る
中
で
自
ら

も
違
和
感
を
覚
え
な
く
な

っ
て
い
る
我
が
身
に
驚
か

さ
れ
る
こ
と
も
ま
ま
あ
り

ま
す
。
税
務
署
の
コ
ン
ビ

ニ
化
は
着
々
と
進
ん
で
い

る
の
で
す
。

確
か
に
24
時
間
い
つ
で

も
開
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
便
利
な
こ
と
に
は
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は

「
コ
ン
ビ
ニ
納
税
」
も
よ

く
話
題
に
上
り
ま
す
。
し

か
し
、
地
球
環
境
を
蝕
み

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

に
直
面
す
る
人
類
に
と
っ

て
の
ア
キ
レ
ス
腱
で
あ
る

こ
と
も
否
定
で
き
ま
せ

ん
。

雨
が
う
れ
し
い
一
元
化

【
近
畿
地
連
】

一
元
化
窓
口
の
大
変
さ

は
経
験
し
た
も
の
で
な
け

れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
窓
口

当
番
の
前
日
は
、
い
つ
も

「
雨
が
降
ら
ん
か
な
あ
」

と
、
つ
ぶ
や
い
て
し
ま
う
。

来
署
者
の
少
な
い
こ
と
雨

乞
い
、
神
頼
み
ま
で
す
る

ブ
ル
ー
な
窓
口
当
番
日
。

局
長
さ
ん
、
こ
の
気
持
ち

わ
か
っ
て
く
だ
さ
〜
い
。

許
さ
れ
な
い
！

サ
ー
ビ
ス
超
勤

【
東
海
・
半
田
分
会
】

全
国
税
半
田
分
会
は
、

４
月
、
７
月
人
事
に
向
け

要
求
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
分
会
の
調
査
で
は
、

各
部
門
の
昨
年
４
月
か
ら


